
電気工学専攻の立澤圭輔さんが 

第 13回「理工学研究所講演会」で優秀発表賞を受賞 
 

2016年 11月 12日に日本大学理工学部駿河台キャンパスにて開催された第 13回「理工学研究所講演会」

において、電気工学専攻の立澤圭輔さんが優秀発表賞を受賞しました。 

立澤圭輔さんの発表タイトルは「Design and Simulation of High-Density Magnetic Recording Systems」です。 

この研究は、現行の磁気記録に比べて最大で十万倍記録が速くなる光直接記録方式において、記録安定

性の高いプラズモニックアンテナの設計を目的としています。 

 

 


